






























































































【方法】1 回 45 分の新人男性看護師のグループを 1 回 / 月開催する。
期間は平成 26 年 5 月～ 27 年 1 月まで。
参加メンバーの募集は、新人研修の際に新人男性看護師にグループ
の参加を募るチラシを配り、参加を呼びかけた。グループではテー
マを設定せず、参加者が自由にその場で話したいと思ったことを話
すこととした。グループ中は参加者の了承を得て、IC レコーダー
で録音をし、グループ終了後速やかに逐語録を作成、グループの様
子や雰囲気など気づいたことをフィールドノーツに記録する。グ
ループ実施後速やかにレビューを行い、グループで何が話され、ど
のようなやりとりがあったのか、気になった点を話合い、その意味
について検討することとした。
【実践結果】新人男性看護師は緊張する所属部署を離れて、同期同
士で集まることにまずは安堵し、一体化を求めようとした。彼らは
自分たちが共通するところを探し求め、それぞれに異なるところは
あまり語らなかった。現在実践途中であり、今後のグループの変化
も含めて実践経過を報告する。
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１．はじめにＡ病院では看護助手の業務改善として平成２１年から
看護助手でチームを作り、週１回一般病棟の一斉シーツ交換を実施
している。目的は部署間の協力体制の確立、業務の効率化、全ての
入院患者に安全で清潔な療養環境を提供、感染予防対策物品の使用
数削減である。開始から５年経過したので、その効果を報告する。
２．実施方法１）毎週月曜日各部署から１名参加し９名でシーツ交
換と床頭台拭きを実施、他業務は兼務しない。２）開始前、部署の
情報交換、実施順番を決定。３）自部署実施時はリーダーを務める。
４）ふり返りノート記入、看護助手会議で報告、問題点を解決。
３．結果および考察当初、長時間作業の疲労、緊張や不安の声が聞
かれたが、ふり返りノートで情報共有や問題解決の意見交換で、安
全効率的な方法を工夫し自信を持って取り組めた。また、技術が向
上し、作業効率が良くなった。そのため余裕をもち接遇ができ、患
者から良い評価を得、達成感や責任感が高まったと考える。他業務
による作業中断なくシーツ交換に専念でき、防護具着脱の機会が減
り着脱に要する時間と防護物品使用数削減に繋がったと考える。生
産された時間は他の環境整備や清潔の援助等に活用できている。各
部署の看護助手が協力し一斉にシーツ交換することは、看護助手の
連携強化と他部署の業務を知る機会、教育の場となっている。日常
業務においても協力姿勢に結びついたと考える。
４．結論シーツ交換の実施は看護助手の連携強化と業務の効率化、
安全な療養環境と清潔援助の提供、感染防護具使用数削減に繋がっ
た。
５．おわりに安全安楽で清潔な療養環境の提供のため、今後も看護
助手間の連携強化を図り、業務改善及び評価をしていくことが必要
である。
